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主催 京都大學21世紀COE 「東アジア世界の人文情報學研究教育據點」 
――漢字文化の全き繼承と發展のために―― 
   京都新聞社 
 








 金坂 清則（京都大学大学院 人間・環境学研究科 教授） 
  「日本の地名と漢字」 
 
 笹原 宏之（独立行政法人 国立国語研究所 主任研究員） 




 司会：高田 時雄 
 パネラー： 
  阿辻 哲次（京都大学大学院人間環境学研究科教授） 
  冨谷  至（京都大学人文科学研究所教授） 
  安岡 孝一（京都大学 人文科学研究所 助教授） 
  李 昇燁（京都大学 人文科学研究所 助手） 

























































































私たちの 21 世紀 COE 拠点では、さまざまな漢字文化に関する活動を行っていますが、と
りわけこのオープン・フォーラムは、一般の方々にわれわれの活動について知っていただくと
ともに、ひろく漢字文化について考えていただくために構想されました。 












































日本の地名と漢字 ―― 漢字文化の継承と行政地名 
 





























































 それもそのはず、カタカナ書きのセントレアはCentral Japan International Airport つま
り中部国際空港を極端に縮めて Centrair という和製英語を作った上でカタカナで表記し、そ
れを中部国際空港の愛称としたもの、あるいはCentral
セ ン ト ラ ル
 Japan









カ ン パ ニ ー
 Limited

























































































































































































































































生したのが平成 13 年、つくば市が誕生したのが昭和 62 年でしたから、この、ひらがな・カ
タカナ地名の誕生がいかに急激なものであるかがわかります。全国 47 都道府県中 27 県に及


























































































は何と 4,630 もあります。面積がそれぞれ 7.1，7.4，5.8 平方キロの上京区、中京区、下京区
 18





























                                             
* 京都市と大阪市の郵便番号単位地域の数〔町数にほぼ等しい〕と面積（平方キロ）  
［京都市］4,630（610.2） 
  上京区576（7.1） 中京区528（7.4） 下京区515（6.8） 右京区514（74.3） 北区359（94.9） 左京区503（246.9）  
東山区209（7.5） 南区265（15.6） 山科区289（28.9） 伏見区621（61.6） 西京区621（59.2） 
［大阪市］600〈842〉（221.8）  〈 〉はビルを含む数 








































































































































































































 一方、下の名前につきましては、少子化しているとはいえ、毎年新生児が 100 万人以上、
日本の国内で生まれていますから、当然一人に一つの名前が付与されます。つまり子への命名
は 100万件以上、毎年毎年行われているし、これからもおそらく行われていくでしょう。 





































































285 字プラス許容字体 205 字の人名用漢字の中にこの「曽」の字が入っていなかったわけで
す。これに対して、これは常用平易ではないかということで裁判を起こしたわけです。それで、





2004 年のうちに 5 つの文字が、法制審議会とはまったく関係なく、裁判の結果を反映して、
法務省が人名用漢字に追加するということをしています。 





 これは、全国に法務局が 50 あるわけですが、そこに上げられた要望を集計したものです。















































































































































































































































































































      司会      高田時雄（京都大学人文科学研究所教授） 
      パネラ  ー  阿辻哲次（京都大学大学院人間環境学研究科教授） 
           冨谷  至（京都大学人文科学研究所教授） 
           安岡孝一（京都大学人文科学研究所助教授） 
           李 昇燁（京都大学人文科学研究所助手） 
















































































































































































































































































































JIS 規格のうち、第 1 水準に入っている漢字からす
でに使える人名用漢字と常用漢字を除外して残った
771 字と、文化庁が作った膨大なデータである『漢字出現頻度数調査』での上位 521 字を常
用平易と認めました。 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                （拍手） 
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【 資 料 】 









































































































































































































































1 回のオープン・フォーラムの模様については、昨年 7 月に刊行した印刷体報告書に詳しい。
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